
広報野々市　2025．11月号　28

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227－6056）

運動で深まる地域の絆
第46回地区運動会（郷、押野地区）
　地区の親睦を深め健康を増進し、町内会
の活性化を目指す地区運動会が 10月５日
㈰に開催されました。天候不良のため本
町地区、富奥地区は中止となりましたが、
郷地区で「ペタンク大会」、押野地区で「モ
ルック大会」がそれぞれ実施されました。
ペタンクは１つの目標球に向かってボー
ルを投げ合い、どちらのチームがより近
づけるかを競うゲーム。モルックは木製
の棒を投げて数字が書かれたピンを倒し、
どちらが先に 50点ちょうどに達するかを
競うゲームです。両種目とも知恵と技術が
勝敗を決するため、老若男女問わず楽し
めます。ゲームを通じて交流を深め、ワ
ンプレーごとに歓声が湧いた会場にはた
くさんの笑顔が咲き誇っていました。

郷地区（ペタンク大会）

押野地区（モルック大会）
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野々市駅から広がるにぎわい
えきまえむすびーと2025秋 /
猩
しょうじょう

々酒場2025
　10月 11日㈯に IR 野々市駅周辺でグルメやス
テージを楽しむイベントが開催されました。
　午前中から鉄道模型や消防車、パトカー、白バ
イの展示、キッチンカーの出店などイベントが盛
りだくさん。交遊舎前の広場でのステージ発表は、
あいにくの天気のため急きょ交遊舎のホールで行
うことに。御経塚じょんがら保存会や押野児童館
のダンスサークルによる踊り、布水中学校吹奏楽
部の演奏など、地域で活動する団体がステージを
飾りました。夕方からは野々市北口プラザでこの
日限りの「猩々酒場」がオープン。日本酒「猩々」
だけでなく、季節限定酒「猩々秋あがり」や梅酒「梅
猩々」サワーなどさまざまな猩々を楽しむこと
ができました。日没後には金沢工業大学DK art
café プロジェクトの学生によるプロジェクショ
ンマッピングが行われ、多くの来場者でにぎわっ
ていました。

➊のっティ、IRいしかわ鉄道のマスコットキャラクター・あいまるくんも
登場。➋押野児童館「TACHINOスターガールズ」のダンスは元気いっぱい。
➌鉄道模型に釘付けに。IR野々市駅のミニチュアもありました。➍プロジェ
クションマッピングで映し出されたのは、御経塚保育園の園児が描いた花
の絵！➎猩々を求めて行列ができていました。❻梅猩々で乾杯！
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いつ起こるか分からない災害に備えて
市総合防災訓練
　９月28日㈰、市内全域で総合防災訓練を実施しまし
た。訓練は「森本・富樫断層を震源とするマグニチュー
ド7.2の地震（震度６強）が発生」という状況を想定。
市役所に災害対策本部が設置され情報の収集・共有・
対応の図上訓練を行ったほか、FM-N1のラジオ放送を
中断して安全行動を促す緊急割り込み放送など、さま
ざまな訓練が実施されました。拠点避難所の一つの野々
市小学校では、防災倉庫の点検、炊き出し、消火器体
験などが行われ、防災意識を高める機会となりました。「実際に災害が起きた時にもスムーズにできたら良い」と話す参加者。

鼓動が心を揺さぶる
鼓童ワン・アース・ツアー2025
　佐渡を拠点に活動する太鼓芸能集団「鼓童」による
コンサートが９月 27日㈯に文化会館フォルテで行わ
れました。鼓童は 50 以上の国と地域で 7,500 回を
超える公演を行っており、野々市市では約 20年ぶり
の開催です。12人の奏者は和太鼓をメインに笛、踊
り、唄も交えながら全 15曲を披露。会場には大小さ
まざまな和太鼓の一糸乱れぬ力強い音が響き渡りまし
た。熱のこもった演奏に、観客は歓声と割れんばかり
の拍手を送り会場全体が感動に包まれていました。 和太鼓の迫力ある音と巧みな技が観客を魅了しました。

楽しく交流しながら手話や指文字を教わりました。

顔を合わせてコミュニケーション
市民向け手話講座
　９月23日（火・祝）、学びの杜ののいち��カレードで市民
向け手話講座が開催されました。聴覚障害者が誤解さ
れやすいこと、あると助かる配慮などを学んだ後、実際
にろう者の皆さんとコミュニケーションを取りながら手話
を学びました。参加者からは「手話は手の動きだけで
なく、表情が大切なことが分かった」「手話が分からな
くても、身ぶりや筆談などでコミュニケーションが取れ
ることが分かった」などの声が聞かれ、最後には手話で
別れのあいさつをする様子も見られました。

地域とつながる　学び広がる
地域de学ぼう！行こう富公!!「シーグラスアート」
　10月15日㈬、富奥防災コミュニティセンターでシー
グラスアート作りが行われ、富陽小学校の特別支援学
級児童 22人が参加しました。シーグラスとは海に流れ
ついた、自然に削られて丸みを帯びたガラス片です。子
どもたちはさまざまな色や形のシーグラスを手に取り、
木や魚、花などに見立てて作品を作りました。
　完成した作品は、子どもたちの発案により10月 26
日㈰開催の富陽小学校のバザーで販売され、収益は令
和６年能登半島地震の被災地へと寄付される予定です。 シーグラスを並べて作品のイメージを膨らませます。




